
Ⅲ-3-⑥発電方法別のメリットとデメリット

エネルギー資源には、すべての条件を満たす完璧なものはありませんので、いろいろな電源を組み合わせ

るなど、工夫が必要となります。。

【参考】

出典：資源エネルギー庁資料等から作成

電源の種類ごとの特徴一覧

いろいろな電源の特徴を活かしてバランスよく支える。これが「エネルギーミックス」です。これなら、今

後、いろいろなリスクが発生しても、何とか対応できそうですね。

エネルギーミックスのイメージ
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メリット

・大量で安定的な電
力供給ができる
・需要に応じて発電
量を調整できる
・需要地に近い場所
での建設も可能

・大量で安定的な電
力供給ができる
・燃料は準国産で安
定確保でき、また、ﾘ
ｻｲｸﾙも計画
・CO2を排出しない

・資源は枯渇すること
なく、国内で確保でき
る
・CO2を排出しない
・小規模の設置がしや
すい

・資源は枯渇するこ
となく、国内で確保で
きる
・CO2を排出しない
・1日の発電電力の
変動が少ない

・大量で安定的な
電力供給ができる
・資源は枯渇するこ
となく 国内で確保
できる
・CO2を排出しない

デメ
リット

・CO2を排出する
・燃料調達の量や価
格が海外情勢に左
右されやすい
・資源は枯渇する可
能性がある

・大規模な事故時の
被害が大きい
・放射性廃棄物の最
終処分場が決まって
いない
・大量の冷却水があ
る場所に限定

・電力供給が気候条
件などに左右されや
すい（太陽光 風力）
・電力コストが高い
・立地が限定される
（風力 地熱）

・電力コストが高い
・ダムの建設が自然
環境や生活環境を
損なうことがある
・施設の建設費や
維持費がかかる
・大規模立地の場
所がなくなった

火力
(石油 石炭 天然ガス)

原子力
（準国産エネルギー）

再エネ（太陽光 風力 地熱 バイオマス、水力）



総合エネルギー統計　時系列表　発電電力量

× △ ○～× △～○
凡例：

出典：経済産業省等資料から当会で作成
発電電力量：エネルギー白書2024 第214-1-6

海外依存度：日本のエネルギー2024/2
コスト：資源エネルギー庁（下線は統合費用。Ⅲ-3-④参照）
環境性（CO2排出量）：電力中央研究所資料。Ⅲ-3-⑤参照
資源埋蔵量：エネ百科

数値：

各電源のメリット・デメリット詳細版

後、いろいろなリスクが発生しても、何とか対応できそうですね。

石炭 石油 LNG 大水力 小水力 揚水 太陽光・風力
地熱・バイ
オマス

海外
99.7%

中東
94.1

海外
97.8

― ― ― ― ― ―

○ × △ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13.7
24.9～

27.5
10.3 14.5 10.9 25.3 ―

○ × ○ ○ ○ × ― × △×

943 938 474 19 ― 11 ― 38/26 13/－
× × △ ○ ○ ○ ○ ○ ○

安全性 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

出力調整 ○ ○ ○
ベースロー

ド ○ ○ ○
×：天候の影

響大 ○

夜間需要 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×○ ○
災害耐性 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○

新規
立地

×：困難 ×：困難 △：懸念 ―
×：適地
がない ○ △ ○ △/○

139 54 49 115 ― ― ― ― ―

〇 △ △
リサイクル
を計画

○ ○ ○ ○ ○

在庫量 ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国内技術 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △:輸入多い ○

廃棄物処理 〇 〇 〇 △:計画中 〇 〇 〇 △:将来課題 〇
安心感 ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○

その他
廃棄物処
理、安全対
策の実施

出力変動 蓄
電、廃棄物（将
来）が課題

＊ﾊﾞｲｵ専焼
時。混焼で
は14.1～

発電電力量
割合（%）

31 8 34 6 8 14

（2022海外依
存度％）

安全保障

（円/kWh）

コスト

（可採年数）

資源
埋蔵量

今後は減少。将来はアンモ
ニアや水素との混焼、CCS
設備などで対応

大水力の新規は困難である
が、小水力は新たな展開が
考えられる

火力発電
原子力
発電

水力発電 再エネ発電

19.9（太陽光）

 18.9（風力）

17.4（地熱）

*29.8（ﾊﾞｲｵ）

（g-CO2/
kWh）

環境性

https://www.enecho.meti.go.jp/about/whitepaper/2024/html/2-1-4.html
https://www.enecho.meti.go.jp/about/pamphlet/pdf/energy_in_japan2023.pdf
https://www.ene100.jp/zumen/1-1-6

